
(57)【要約】

【課題】　縫合糸で胃壁などを固定する生体用縫合具並

びに生体用縫合方法において、その操作性を改善する。

【解決手段】

　胃壁固定具１の本体部１０が、保持筒１１と、当該保

持筒１１の前端近傍に設けられたホルダ部１２と、当該

ホルダ部１２に保持された第１中空穿刺針１４ａ，１４

ｂ及び第２中空穿刺針１５ａ，１５ｂ、縫合糸１７ａ，

１７ｂを中空穿刺針１４ａ，１４ｂの先端側に送り込む

糸送り機構２０、縫合糸１７ａ，１７ｂを中空穿刺針１

５ａ，１５ｂの先端から引き入れる引抜具３０などから

構成される。縫合糸１７ａ，１７ｂの先端部には、引抜

具３０に吸着させる挿通体１８ａ，１８ｂが取り付けら

れている。引抜具３０は、ロッド部３１ａ，３１ｂを備

えその各先端部には、吸着体３３ａ，３３ｂが設けられ

ている。挿通体１８ａ，１８ｂ及び吸着体３３ａ，３３

ｂは、互いに引き付け合う磁石を備える。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 縫 合 糸 の 先 端 部 を 生 体 の 縫 合 対 象 部 に 挿 入 す る 挿 入 手 段 と 、
　 挿 入 さ れ た 前 記 縫 合 糸 の 先 端 部 を 縫 合 対 象 部 内 で 吸 着 す る 吸 着 手 段 と 、
　 前 記 縫 合 糸 吸 着 手 段 で 吸 着 し た 縫 合 糸 の 先 端 部 を 前 記 縫 合 対 象 部 か ら 引 き 出 す 引 出 手 段
と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 々 が 内 部 通 路 を 有 し 、 併 設 姿 勢 で 縫 合 対 象 部 を 穿 刺 す る 第 １ 中 空 穿 刺 針 及 び 第 ２ 中 空
穿 刺 針 と 、
　 縫 合 糸 に 連 結 さ れ 、 穿 刺 前 に は 前 記 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 内 に 収 納 さ れ て お り 前 記
第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 通 路 内 に 挿 入 可 能 な 挿 通 体 と 、
　 前 端 が 前 記 第 ２ 中 空 穿 刺 針 か ら 露 出 し た 状 態 に あ る と き 、 前 記 押 出 手 段 で 押 し 出 さ れ た
前 記 挿 通 体 を 吸 着 す る 吸 着 体 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 挿 通 体 及 び 前 記 吸 着 体 の 少 な く と も 一 方 は 磁 石 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記
載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 挿 通 体 及 び 前 記 吸 着 体 は 、 静 電 気 に よ っ て 互 い に 引 き 合 う 性 質 を 有 す る も の で 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 先 端 が 前 記 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 先 端 側 か ら 露 出 し た 状 態 に あ る 前 記 吸 着 体 に 、
　 前 記 第 １ 中 空 穿 刺 針 か ら 押 し 出 さ れ た 前 記 挿 通 体 を 接 近 さ せ る 接 近 手 段 を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ 中 空 穿 刺 針 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針 を 併 設 姿 勢 で 保 持 す る ホ ル ダ を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 挿 通 体 を 前 記 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 先 端 か ら 外 方 へ 押 し 出 す 押 出 手 段 と 、
　 前 記 挿 通 体 を 吸 着 し た 状 態 に あ る 前 記 吸 着 体 を 、 前 記 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 内 部 通
路 に 引 き 込 む 引 込 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 押 出 手 段 は 、
　 前 記 縫 合 糸 を 挿 通 さ せ る 内 部 通 路 を 有 す る と 共 に 前 記 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 を ス ラ
イ ド し て 前 記 挿 通 体 の 後 端 に 当 接 し 当 該 挿 通 体 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 か ら 先 端 側 に
押 し 出 す ス ラ イ ド 棒 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス ラ イ ド 棒 の 前 端 部 は 、
　 弾 性 体 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス ラ イ ド 棒 は 、
　 そ の 先 端 部 が 前 記 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 突 出 さ れ る と き に 、 前 記 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の
先 端 側 に 屈 曲 す る 性 質 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 穿 刺 前 に お い て 、 前 記 縫 合 糸 は 、 前 記 挿 通 体 に 連 結 さ れ る 近 傍 箇 所 が 折 り 曲 げ ら れ た 状
態 で 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 内 に 収 納 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 挿 通 体 は 、 棒 状 で あ っ て そ の 一 端 部 に 前 記 縫 合 糸 が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ９ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 前 記 挿 通 体 は 、
　 円 の 一 部 が 切 り 欠 か れ た 断 面 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 生 体 用 縫
合 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 挿 通 体 の 一 端 部 は 筒 状 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 縫 合 糸 は 、 当 該 一 端 部 の 筒 内 で 前 記 挿 通 体 に 接 合 さ れ 、
　 前 記 縫 合 糸 に お け る 折 り 曲 げ 部 分 は 、 前 記 挿 通 体 に 接 合 さ れ た 箇 所 を 中 心 に 揺 動 可 能 な
状 態 で 前 記 一 端 部 の 筒 内 空 間 に 収 納 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 生 体 用
縫 合 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 一 端 部 の 筒 壁 に は 、 当 該 折 り 曲 げ 部 分 が 入 り 込 む 切 り 込 み が 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 生 体 用 縫 合 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 縫 合 糸 の 先 端 部 を 生 体 の 縫 合 対 象 部 に 挿 入 す る 挿 入 ス テ ッ プ と 、
　 挿 入 さ れ た 縫 合 糸 の 先 端 部 を 吸 着 す る 吸 着 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 吸 着 手 段 で 吸 着 し た 縫 合 糸 の 先 端 部 を 前 記 縫 合 対 象 部 か ら 引 き 出 す 引 出 ス テ ッ プ と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 生 体 用 縫 合 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 各 々 が 内 部 通 路 を 有 す る 第 １ 中 空 穿 刺 針 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針 を 、 生 体 の 縫 合 対 象 部 に 併
設 姿 勢 で 穿 刺 す る 穿 刺 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 穿 刺 ス テ ッ プ の 後 に 、 縫 合 糸 に 連 結 さ れ た 挿 通 体 を 、 前 記 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通
路 内 か ら 先 端 側 に 押 し 出 す 押 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 挿 通 体 を 吸 着 す る 吸 着 体 を 、 そ の 前 端 が 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 露 出 す る よ う に
配 置 す る 配 置 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 押 出 ス テ ッ プ で 押 し 出 さ れ た 挿 通 体 を 、 前 記 配 置 ス テ ッ プ で 配 置 さ れ た 吸 着 体 に 接
近 さ せ る こ と に よ っ て 吸 着 さ せ る 接 近 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 挿 通 体 を 吸 着 し た 状 態 に あ る 前 記 吸 着 体 を 、 前 記 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 内 部 通
路 に 引 き 込 む 引 込 ス テ ッ プ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 生 体 用 縫 合 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 の 縫 合 対 象 部 を 縫 合 す る 生 体 用 縫 合 具 及 び 生 体 用 縫 合 方 法 に 関 し 、 特 に
腹 壁 及 び 胃 壁 を 縫 合 糸 で 縫 合 す る た め の 胃 壁 固 定 具 及 び 胃 壁 固 定 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 胃 瘻 用 カ テ ー テ ル を 患 者 に 装 着 す る 際 に 、 縫 合 糸 で 腹 壁 と 胃 壁 と を 縫 合 し て 胃 壁 を 一 時
的 に 腹 壁 に 固 定 し 、 そ の 後 に 腹 壁 と 胃 壁 と を 穿 刺 し て 貫 通 孔 を 形 成 し 、 そ の 貫 通 孔 に 胃 瘻
用 カ テ ー テ ル が 装 着 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
　 そ し て 、 縫 合 対 象 部 で あ る 胃 壁 及 び 腹 壁 を 縫 合 す る た め の 縫 合 具 が い ろ い ろ 開 発 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 縫 合 糸 が 挿 入 さ れ る 内 部 通 路 を 有 す る 中 空 の 縫 合 糸 挿 入 用 穿 刺
針 と 、 そ れ と 平 行 に 配 置 さ れ 、 縫 合 糸 を 把 持 す る た め に 使 用 さ れ る 中 空 の 縫 合 糸 把 持 用 穿
刺 針 と 、 そ の 縫 合 糸 把 持 用 穿 刺 針 内 に 摺 動 可 能 に 挿 入 さ れ る ス タ イ レ ッ ト と 、 縫 合 糸 挿 入
用 穿 刺 針 と 縫 合 糸 把 持 用 穿 刺 針 と を そ れ ぞ れ の 基 端 部 に お い て 固 定 す る 固 定 部 材 と か ら な
る 縫 合 具 に お い て 、 ス タ イ レ ッ ト の 先 端 に 、 縫 合 糸 把 持 用 穿 刺 針 の 内 部 通 路 に 収 納 可 能 な
弾 性 材 料 製 の 環 状 部 材 を 備 え 、 そ の 環 状 部 材 が 縫 合 糸 把 持 用 穿 刺 針 の 先 端 か ら 露 出 さ れ た
状 態 に お い て 縫 合 糸 挿 入 用 穿 刺 針 の 中 心 軸 ま た は そ の 延 長 線 が 環 状 部 材 の 内 部 を 通 過 す る
よ う に 縫 合 糸 挿 入 用 穿 刺 針 に 向 か っ て 延 び る よ う に 構 成 さ れ た も の が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 上 記 縫 合 具 を 用 い れ ば 、 縫 合 糸 挿 入 用 穿 刺 針 と 縫 合 糸 把 持 用 穿 刺 針 と を 、 腹 壁 及 び 胃 壁
に 穿 刺 し 、 ス タ イ レ ッ ト と 環 状 部 材 と を 縫 合 糸 把 持 用 穿 刺 針 内 の 後 端 か ら 挿 入 し て 、 環 状
部 材 を 縫 合 糸 把 持 用 穿 刺 針 の 先 端 か ら 露 出 さ せ 、 縫 合 糸 を 縫 合 糸 挿 入 用 穿 刺 針 内 の 後 端 か
ら 挿 入 し て 、 当 該 縫 合 糸 の 一 部 を 縫 合 糸 挿 入 用 穿 刺 針 の 先 端 か ら 露 出 さ せ て 当 該 縫 合 糸 を
環 状 部 材 で 捕 捉 さ せ 、 縫 合 糸 把 持 用 穿 刺 針 内 に ス タ イ レ ッ ト を 後 退 さ せ 、 縫 合 糸 挿 入 用 穿
刺 針 と 縫 合 糸 把 持 用 穿 刺 針 と ス タ イ レ ッ ト と 環 状 部 材 と を 一 体 的 に 後 退 さ せ 、 縫 合 糸 の 先
行 部 を 体 外 に 引 き 出 す こ と に よ っ て 、 縫 合 対 象 部 で あ る 胃 壁 及 び 腹 壁 を 縫 合 す る こ と が で
き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ６ － ２ ４ ５ ３ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う な 縫 合 具 を 用 い て 縫 合 対 象 部 を 縫 合 す る 場 合 、 胃 内 で 縫 合 糸 が 環 状 部 材 の 中
を 通 過 す る よ う に 、 体 外 か ら 操 作 し て 縫 合 糸 の 先 端 が 通 過 す る 位 置 に 環 の 位 置 を 合 わ せ る
必 要 が あ る が 、 そ の 操 作 は 操 作 者 に と っ て 難 し い 場 合 も あ る 。
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 縫 合 糸 で 縫 合 対 象 部 を 縫 合 す る 生 体 用 縫 合 具 及 び 生 体 用 縫 合 方 法 に
お い て 、 そ の 操 作 性 を 改 善 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に か か る 生 体 用 縫 合 具 及 び 生 体 用 縫 合 方 法 に お い て は
、 縫 合 糸 の 先 端 部 を 生 体 の 縫 合 対 象 部 に 挿 入 し 、 挿 入 さ れ た 縫 合 糸 の 先 端 部 を 縫 合 対 象 部
内 で 吸 着 し 、 吸 着 手 段 で 吸 着 し た 縫 合 糸 の 先 端 部 を 縫 合 対 象 部 か ら 引 き 出 す こ と と し た 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 生 体 用 縫 合 具 に お い て は 、 各 々 が 内 部 通 路 を 有 し 、 併 設 姿 勢 で 縫 合 対
象 部 を 穿 刺 す る 第 １ 中 空 穿 刺 針 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針 と 、 縫 合 糸 に 連 結 さ れ 、 穿 刺 前 に は 第
１ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 内 に 収 納 さ れ て お り 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 通 路 内 に 挿 入 可 能
な 挿 通 体 と 、 前 端 が 第 ２ 中 空 穿 刺 針 か ら 露 出 し た 状 態 に あ る と き 、 押 出 手 段 で 押 し 出 さ れ
た 挿 通 体 を 吸 着 す る 吸 着 体 と を 設 け る こ と と し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 胃 壁 固 定 方 法 に お い て は 、 各 々 が 内 部 通 路 を 有 す る 第 １ 中 空 穿 刺 針 及 び 第 ２ 中 空
穿 刺 針 を 、 生 体 の 縫 合 対 象 部 に 併 設 姿 勢 で 穿 刺 す る 穿 刺 ス テ ッ プ と 、 穿 刺 ス テ ッ プ の 後 に
、 縫 合 糸 に 連 結 さ れ た 挿 通 体 を 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 内 か ら 先 端 側 に 押 し 出 す 押 出
ス テ ッ プ と 、 挿 通 体 を 吸 着 す る 吸 着 体 を 、 そ の 前 端 が 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 露 出 す る
よ う に 配 置 す る 配 置 ス テ ッ プ と 、 押 出 ス テ ッ プ で 押 し 出 さ れ た 挿 通 体 を 、 配 置 ス テ ッ プ で
配 置 さ れ た 吸 着 体 に 接 近 さ せ る こ と に よ っ て 吸 着 さ せ る 接 近 ス テ ッ プ と 、 挿 通 体 を 吸 着 し
た 状 態 に あ る 吸 着 体 を 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 内 部 通 路 に 引 き 込 む 引 込 ス テ ッ プ と を
設 け る こ と と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 挿 通 体 及 び 吸 着 体 の 一 方 又 は 両 方 を 磁 石 で 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 あ る い は
、 挿 通 体 及 び 吸 着 体 を 、 静 電 気 に よ っ て 互 い に 引 き 合 う 性 質 を 有 す る も の で 構 成 し て も よ
い 。
　 上 記 胃 壁 固 定 具 に お い て 更 に 、 先 端 が 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 先 端 側 か ら 露 出 し た 状
態 に あ る 吸 着 体 に 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 か ら 押 し 出 さ れ た 挿 通 体 を 接 近 さ せ る 手 段 を 設 け る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 胃 壁 固 定 具 に お い て 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針 を 併 設 姿 勢 で 保 持 す る ホ
ル ダ を 設 け る こ と 、 ま た 、 挿 通 体 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 先 端 か ら 外 方 へ 押 し 出 す 押
出 手 段 と 、 挿 通 体 を 吸 着 し た 状 態 に あ る 吸 着 体 を 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 内 部 通 路 に
引 き 込 む 引 込 手 段 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
　 上 記 押 出 手 段 と し て は 、 縫 合 糸 を 挿 通 さ せ る 内 部 通 路 を 有 す る と 共 に 第 １ 中 空 穿 刺 針 の
内 部 通 路 を ス ラ イ ド し て 挿 通 体 の 後 端 に 当 接 し 当 該 挿 通 体 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 か
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ら 先 端 側 に 押 し 出 す ス ラ イ ド 棒 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の ス ラ イ ド 棒 の 前 端 部 を 、 弾 性 体 で 形 成 し て も よ い 。
　 上 記 の よ う に 押 し 出 さ れ た 挿 通 体 を 吸 着 体 に 接 近 さ せ る た め に 、 ス ラ イ ド 棒 と し て 、 そ
の 先 端 部 が 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 突 出 さ れ る と き に 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 側 に 屈 曲
す る 性 質 を 有 す る も の を 用 い て も よ い 。 あ る い は 、 穿 刺 前 に お い て 、 縫 合 糸 を 、 挿 通 体 に
連 結 さ れ る 近 傍 箇 所 で 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 内 に 収 納 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 挿 通 体 を 棒 状 に 形 成 し 、 そ の 一 端 部 に 縫 合 糸 を 接 続 す る こ と も 好 ま し い 。 こ こ で
、 挿 通 体 の 断 面 形 状 を 、 円 の 一 部 が 切 り 欠 か れ た 形 状 と す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 挿 通
体 の 一 端 部 を 筒 状 に 形 成 し 、 縫 合 糸 を 、 当 該 一 端 部 の 筒 内 で 挿 通 体 に 接 合 し 、 縫 合 糸 に お
け る 折 り 曲 げ 部 分 を 、 挿 通 体 に 接 合 さ れ た 箇 所 を 中 心 に 揺 動 可 能 な 状 態 で 上 記 一 端 部 の 筒
内 空 間 に 収 納 す る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 そ の 一 端 部 の 筒 壁 に 、 折 り 曲 げ 部 分 が 入 り 込 む 切 り 込 み を 形 成 す る こ と も 好 ま し
い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 胃 壁 固 定 具 並 び に 胃 壁 固 定 方 法 に よ れ ば 、 腹 壁 及 び 胃 壁 を 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 及 び 第
２ 中 空 穿 刺 針 で 穿 刺 し 、 挿 通 体 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 か ら 先 端 側 に 押 し 出 す と と も
に 、 吸 着 体 の 前 端 を 第 ２ 中 空 穿 刺 針 か ら 露 出 し た 状 態 に し 、 押 出 手 段 で 押 し 出 さ れ た 挿 通
体 を 吸 着 体 に 近 づ け れ ば 、 挿 通 体 は 吸 着 体 に 吸 着 さ れ る 。
　 こ こ で 、 胃 内 で 挿 通 体 と 吸 着 体 と を 接 近 さ せ る だ け で 挿 通 体 が 吸 着 体 に 吸 着 さ れ る の で
、 挿 通 体 と 吸 着 体 と を 正 確 に 位 置 合 わ せ し な く て も よ く 、 比 較 的 操 作 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 挿 通 体 を 吸 着 し た 状 態 に あ る 吸 着 体 を 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 内 部 通 路 に
引 き 込 み 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針 を 腹 壁 か ら 抜 き 取 れ ば 、 縫 合 糸 が 腹 壁 及 び
胃 壁 を 貫 通 し て 胃 内 に 挿 入 さ れ 、 再 び 胃 壁 及 び 腹 壁 を 貫 通 し て 体 外 に 抜 け 出 る 状 態 と な る
。
　 挿 通 体 及 び 吸 着 体 の 一 方 ま た は 両 方 を 磁 石 で 形 成 す れ ば 、 そ の 磁 力 に よ っ て 挿 通 体 が 吸
着 体 に 強 く 吸 着 さ れ る 。 従 っ て 、 縫 合 対 象 部 内 で 挿 通 体 を 吸 着 体 に 吸 着 さ せ る の も 容 易 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 胃 壁 固 定 具 に お い て 更 に 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針 を 併 設 姿 勢 で 保 持 す
る ホ ル ダ を 設 け れ ば 、 操 作 中 に 第 １ 中 空 穿 刺 針 と 第 ２ 中 空 穿 刺 針 を 穿 刺 す る 操 作 な ど を 安
定 し て 行 な う こ と が で き る 。
　 縫 合 糸 を 挿 通 さ せ る 内 部 通 路 を 有 す る と 共 に 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 を ス ラ イ ド し て
挿 通 体 の 後 端 に 当 接 し 挿 通 体 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 か ら 先 端 側 に 押 し 出 す ス ラ イ ド
棒 を 用 い れ ば 、 挿 通 体 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 か ら 先 端 側 に 押 し 出 す こ と が 容 易 に で
き る 。 こ の ス ラ イ ド 棒 の 前 端 部 を 弾 性 体 で 形 成 す れ ば 、 縫 合 糸 が ス ラ イ ド 棒 の 前 端 部 に 引
っ 掛 か る の が 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 ス ラ イ ド 棒 と し て 、 そ の 先 端 部 が 前 記 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 突 出 さ れ る と き
に 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 側 に 屈 曲 す る 性 質 を 有 す る も の を 用 い れ ば 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 か
ら 押 し 出 さ れ た 挿 通 体 を 吸 着 体 に 接 近 さ せ る こ と が で き る 。
　 あ る い は 、 穿 刺 前 に お い て 、 縫 合 糸 を 、 挿 通 体 に 連 結 さ れ る 近 傍 箇 所 で 折 り 曲 げ ら れ た
状 態 で 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 内 に 収 納 し て お け ば 、 挿 通 体 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 部 通 路 か ら 先
端 側 に 押 し 出 し て 再 び 引 き 込 む こ と に よ っ て 、 当 該 折 り 曲 げ 部 分 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 先 端
部 分 で 開 き 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 か ら 露 出 し て 置 か れ て い る 吸 着 体 に 挿 通 体 を 接 近 さ せ
る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 挿 通 体 を 棒 状 に 形 成 し 、 そ の 一 端 部 に 縫 合 糸 を 接 続 す れ ば 、 折 り 曲 げ 部 分 を 第 １
中 空 穿 刺 針 の 先 端 部 分 で 開 く こ と に よ っ て 、 当 該 挿 通 体 を 上 記 一 端 部 を 中 心 に 回 転 さ せ て
他 端 部 を 吸 着 体 に 接 近 さ せ る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 挿 通 体 の 断 面 を 、 円 の 一 部 が 切 り 欠 か れ た 形 状 に す れ ば 、 こ の 切 り 欠 き 部 分 で
は 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 内 壁 と 挿 通 体 と の 隙 間 が 大 き く な る の で 、 縫 合 糸 が 通 過 す る た め の
ス ペ ー ス が 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 挿 通 体 の 一 端 部 を 筒 状 に 形 成 し 、 縫 合 糸 を 、 当 該 一 端 部 の 筒 内 で 挿 通 体 に 接 合 し
、 縫 合 糸 に お け る 折 り 曲 げ 部 分 を 、 挿 通 体 に 接 合 さ れ た 箇 所 を 中 心 に 揺 動 可 能 な 状 態 で 上
記 一 端 部 の 筒 内 空 間 に 収 納 し て お け ば 、 折 り 曲 げ 部 分 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 部 分 で 開 く
際 に 、 当 該 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 部 分 に 挿 通 体 の 筒 壁 が 接 触 す る の で 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 の
先 端 に 縫 合 糸 が 押 し 付 け ら れ る 力 が 軽 減 さ れ る 。 従 っ て 、 縫 合 糸 が 第 １ 中 空 穿 刺 針 の 先 端
で 切 断 さ れ る の を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 そ の 一 端 部 の 筒 壁 に 、 折 り 曲 げ 部 分 が 入 り 込 む 切 り 込 み を 形 成 し て お け ば 、 折 り
曲 げ 部 分 が 揺 動 で き る 範 囲 が 広 が る の で 、 折 り 曲 げ 部 分 が 第 ２ 中 空 穿 刺 針 の 先 端 部 を 通 過
す る と き に 、 当 該 折 り 曲 げ 部 分 近 傍 の 縫 合 糸 が 当 該 先 端 部 に 引 っ 掛 り に く く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て 、 胃 壁 を 腹 壁 に 縫 合 す る た め の 胃 壁 固 定 具 並 び に 胃 壁
固 定 方 法 に つ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 胃 壁 を 腹 壁 に 縫 合 す る 場 合 に 限 ら ず 、 縫 合 糸 の
先 端 を 、 生 体 の 縫 合 対 象 部 の 中 に 挿 入 し た 後 に 縫 合 対 象 部 の 外 に 引 き 出 す こ と に よ っ て 、
縫 合 対 象 部 を 縫 合 す る 場 合 に 広 く 適 用 で き き る 。
　 〔 実 施 の 形 態 １ 〕
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に か か る 胃 壁 固 定 具 １ の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 胃 壁 固 定 具 １ は 、 本 体 部 １ ０ と 、 当 該 本 体 部 １ ０ を 腹 壁 上 に お い て 支 持 し た り 穿 刺 針 を
カ バ ー し た り す る 安 全 支 持 機 構 ４ ０ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 本 体 部 １ ０ は 、 保 持 筒 １ １ と 、 当 該 保 持 筒 １ １ の 前 端 近 傍 に お い て 保 持 筒 １ １ の 径 方 向
に 広 が る よ う に 設 け ら れ た ホ ル ダ 部 １ ２ と 、 当 該 ホ ル ダ 部 １ ２ に よ っ て 併 設 状 態 で 保 持 さ
れ た 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ，
１ ７ ｂ を 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 側 に 送 り 込 む 糸 送 り 機 構 ２ ０ 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ，
１ ７ ｂ を 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 先 端 か ら 引 き 入 れ る た め の 引 抜 具 ３ ０ な ど か ら 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 保 持 筒 １ １ の 内 部 通 路 に は 、 安 全 支 持 機 構 ４ ０ を 構 成 す る 支 持 棒 ４ １ が ス ラ イ ド
可 能 な 状 態 で 挿 入 さ れ て い る 。
　 縫 合 糸 と し て は 、 腰 の 強 い 糸 、 例 え ば ナ イ ロ ン 糸 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
　 （ 本 体 部 １ ０ の 構 成 ）
　 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ と 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ と が 縫 合 糸 １ ７ ａ を 挿 通 さ せ る 穿 刺 針 セ
ッ ト を 構 成 し 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ｂ と 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ｂ と が 縫 合 糸 １ ７ ｂ を 挿 通 さ
せ る 穿 刺 針 セ ッ ト を 構 成 し て い る 。 そ し て 、 保 持 筒 １ １ は 、 ２ つ の 穿 刺 針 セ ッ ト の 中 間 に
位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 体 部 １ ０ を 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ を 含 む 平 面 に 沿
っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
　 ホ ル ダ 部 １ ２ は 、 中 心 軸 Ｘ 方 向 に 間 隔 を あ け て 併 設 さ れ た 板 状 の ホ ル ダ 部 材 １ ２ １ 及 び
ホ ル ダ 部 材 １ ２ ２ を 有 し 、 両 ホ ル ダ 部 材 １ ２ １ ， １ ２ ２ の 間 に は 、 両 ホ ル ダ 部 材 １ ２ １ ，
１ ２ ２ と 保 持 筒 １ １ と の 接 合 を 補 強 す る 補 強 部 材 １ ２ ３ が 固 着 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ は 、 そ の 後 端 部 分 が ホ ル ダ 部 材 １ ２ １ を
貫 通 し た 状 態 で こ れ ら に 接 合 さ れ 、 中 央 寄 り 部 分 が ホ ル ダ 部 材 １ ２ ２ を 貫 通 し た 状 態 で こ
れ ら に 接 合 さ れ て お り 、 そ れ に よ っ て 、 各 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ は
、 保 持 筒 １ １ の 中 心 軸 Ｘ に 対 し て 平 行 に 安 定 し て 保 持 さ れ て い る 。
　 ま た 各 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 前 端 は 、 端 面 が 中 心 軸 Ｘ に 対 し て
傾 斜 し て お り 、 患 者 の 腹 壁 お よ び 胃 壁 を 穿 刺 す る こ と が で き る よ う 鋭 利 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 内 部 は 、 後 端 側 か ら 先 端 側 へ 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を
挿 通 さ せ る 通 路 と な っ て い る 。 そ し て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ の 先 端 部 に は 、 引 抜 具 ３ ０
に 吸 着 さ せ る 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ （ 図 １ で は 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ の 中 に あ っ て 見
え な い 。 図 ２ 参 照 ） が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に つ い て は 後 で 詳
述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 引 抜 具 ３ ０ は 、 直 線 状 の ロ ッ ド 部 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ と 、 ロ ッ ド 部 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ の
後 端 側 ど う し を 連 結 す る 連 結 部 ３ ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の
内 部 通 路 に は 、 そ の 後 端 側 か ら 、 引 抜 具 ３ ０ の ロ ッ ド 部 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ が ス ラ イ ド 可 能 に
挿 入 さ れ て い る 。
　 ま た 、 ロ ッ ド 部 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ の 各 先 端 部 に は 、 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ （ 図 １ で は 中 空
穿 刺 針 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 中 に あ っ て 見 え な い 。 図 ２ 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 上
記 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ 及 び 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ は 、 互 い に 引 き 付 け 合 う 性 質 を 有 す る
も の が 用 い ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ 並 び に 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ
に は 磁 石 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ は 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ の 内 部 通 路 内 に 収 納 さ
れ 前 方 に ス ラ イ ド 可 能 で あ り 、 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ は 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ
の 前 端 か ら 内 部 通 路 内 に ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。
　 保 持 筒 １ １ 及 び ホ ル ダ 部 １ ２ は 合 成 樹 脂 成 形 品 で あ り 、 各 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ，
１ ５ ａ ， １ ５ ｂ は 金 属 管 で 形 成 さ れ 、 引 抜 具 ３ ０ は 金 属 線 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 構 成 の 本 体 部 １ ０ に お い て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ の 先 端 部 に は 、 挿 通 体 １ ８ ａ ，
１ ８ ｂ が 取 り 付 け ら れ て い る と 共 に 、 ロ ッ ド 部 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ の 各 先 端 部 に は 、 吸 着 体 ３
３ ａ ， ３ ３ ｂ が 設 け ら れ て い る の で 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針
１ ５ ａ ， １ ５ ｂ を 胃 内 ま で 穿 刺 し た 後 に 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ
， １ ４ ｂ の 先 端 か ら 胃 内 に 押 し 出 す と 共 に 、 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ を 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５
ａ ， １ ５ ｂ の 先 端 か ら 露 出 さ せ 、 胃 内 で 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ と
近 接 さ せ る こ と に よ っ て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 吸 着 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 吸 着 さ せ た 状 態 で 、 引 抜 具 ３
０ を 後 方 に 引 く と 、 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ と と も に 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 第 ２ 中 空 穿 刺
針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 前 端 か ら 引 き 込 ま れ る 。
　 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ を 腹 壁 か ら 抜 き 取 る こ と に よ っ て 、 縫 合 糸
１ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 、 腹 壁 の 外 か ら 胃 内 に 入 り 、 Ｕ タ ー ン し て 腹 壁 外 に 抜 け 出 る の で 、 り 、
各 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 腹 壁 外 に 出 て い る 部 分 ど う し 結 合 す る こ と に よ っ て 、 縫 合 糸 に
よ る 胃 壁 固 定 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 胃 壁 固 定 具 １ が 備 え る 各 機 構 並 び に 縫 合 方 法 に つ い て 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 （ 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 か ら 押 し 出 す 機 構 ）
　 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ の 内 部 通 路 に は 、 中 空 細 管 状 の ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６
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ｂ が ス ラ イ ド 可 能 な 状 態 で 挿 入 さ れ て お り 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は 、 そ の ス ラ イ ド 棒 １
６ ａ ， １ ６ ｂ の 内 部 通 路 を 貫 通 し て い る 。 そ し て 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 後 端 に は
、 中 空 の ヘ ッ ド 部 材 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ が 装 着 さ れ 、 そ の 中 空 部 を 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が
ス ラ イ ド 可 能 な 状 態 で 貫 通 し て い る 。 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ に は 金 属 管 を 用 い る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の ヘ ッ ド 部 材 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ は 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ の 内 部 に は 入 り 込 め
ず 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ が そ れ 以 上 前 方 に 進 む の を 防 ぐ ス ト ッ パ ー と し て の 働 き を
な す 。 ま た ヘ ッ ド 部 材 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ は 、 後 述 す る 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ の 細 孔 に
差 し 込 み や す い よ う に 先 細 り 形 状 と な っ て い る 。 ヘ ッ ド 部 材 １ ９ ａ 、 １ ９ ｂ に は 合 成 樹 脂
成 形 品 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ を 備 え る こ と に よ り 、 操 作 者 は こ の ス ラ イ ド 棒 １
６ ａ ， １ ６ ｂ を ス ラ イ ド さ せ て 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ の 内 部 に 収 納 さ れ た 挿 通 体
１ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 前 方 に 押 し 出 す こ と が で き る 。
　 な お 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 形 状 は 必 ず し も 中 空 細 管 状 で な く て も よ く 、 第 １ 中
空 穿 刺 針 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ の 内 部 通 路 を 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 挿 通 で き 且 つ ス ラ イ ド 棒 １
６ ａ ， １ ６ ｂ が ス ラ イ ド で き れ ば 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 形 状 は 中 実 棒 状 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 糸 送 り 機 構 ２ ０ ）
　 ホ ル ダ 部 材 １ ２ ２ に は 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 後 方 に 伸 び る ア ー ム ２ １ ａ ，
２ １ ｂ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の ア ー ム ２ １ ａ ， ２ １ ｂ の 後 端 部 に は 、 中 空 細 管 ２ ２ ａ ， ２ ２
ｂ が 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 後 方 に 延 長 線 上 に 位 置 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 中 空 細 管 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は 、 そ の 内 部 通 路 を 貫 通 す る 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を ス ラ
イ ド 可 能 に 保 持 し て お り 、 こ れ に よ っ て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ，
１ ６ ｂ の 後 端 と 中 空 細 管 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ と の 間 に 架 け 渡 さ れ た 状 態 で ス ラ イ ド 可 能 に 保 持
さ れ て い る 。
　 糸 送 り 機 構 ２ ０ は 、 こ の よ う に 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 後 方 で 架 け 渡 さ れ た 縫
合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 、 把 持 部 で 把 持 し 、 そ の 把 持 部 を 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ に 後 端
に 接 近 さ せ る 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ っ て 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 前 方
に 送 り 込 む 機 構 で あ る 。 以 下 、 そ の 具 体 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ， ２ に 示 す よ う に 、 中 空 細 管 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ と ヘ ッ ド 部 材 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ と の 間 に
お い て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 貫 通 す る よ う に ス ラ イ ド 板 ２ ３ が 装 着 さ れ て い る 。
　 ス ラ イ ド 板 ２ ３ は 、 薄 板 ２ ３ １ に 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 把 持 す る た め の 把 持 弁 体 ２
３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ が 接 合 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
　 薄 板 ２ ３ １ は 、 操 作 者 が 手 で 掴 み や す い 大 き さ を 有 し 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 貫 通 さ
せ る 孔 の 他 に 、 保 持 筒 １ １ 、 ア ー ム ２ １ ａ ， ２ １ ｂ を 貫 通 さ せ る 孔 も 開 設 さ れ 、 保 持 筒 １
１ 、 ア ー ム ２ １ ａ ， ２ １ ｂ に 沿 っ て ス ラ イ ド で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 、 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ は 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ と の 摩 擦 係 数 が 大 き い 弾
性 材 料 （ 例 え ば 、 ゴ ム 、 エ ラ ス ト マ ー 材 料 ） で 形 成 さ れ 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 貫 通 で
き る 細 孔 が 開 設 さ れ 、 当 該 細 孔 を 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 直 接 貫 通 し て い る 状 態 で は 、 縫
合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ 細 孔 の 内 壁 面 で 挟 み 付 け ら れ て 把 持 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 従 っ て 、 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ が 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 把 持 し て い る 把 持 状 態
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で 、 薄 板 ２ ３ １ を ス ラ イ ド さ せ れ ば 、 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ と と も に 縫 合 糸 １ ７ ａ
， １ ７ ｂ も 、 当 該 ス ラ イ ド 方 向 に 搬 送 さ れ る 。 一 方 、 上 記 細 孔 に 、 中 空 細 管 ２ ２ ａ ， ２ ２
ｂ 或 は ヘ ッ ド 部 材 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ が 介 挿 さ れ て い る 状 態 で は 、 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２
ｂ の 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に 対 す る 把 持 は 解 除 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の 解 除 状 態 で は 、 縫 合
糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は ス ラ イ ド 板 ２ ３ に 拘 束 さ れ る こ と な く 互 い に ス ム ー ス に ス ラ イ ド で き
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 よ っ て 、 複 数 の ス ラ イ ド 板 ２ ３ が 装 着 さ れ て い る 場 合 は 、 順 次 １ 枚 づ つ 把 持 状 態 に し て
そ の ス ラ イ ド 板 ２ ３ を ス ラ イ ド さ せ る 操 作 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 合 計 ス ラ イ ド 距 離 分
だ け 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 搬 送 す る こ と が で き る 。
　 な お 図 ２ に 示 す 例 で は 、 ３ 枚 の ス ラ イ ド 板 ２ ３ が 装 着 さ れ て い る が 、 取 り 付 け る ス ラ イ
ド 板 ２ ３ の 枚 数 は 任 意 で あ っ て 、 そ の 枚 数 が 多 い ほ ど 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 搬 送 で き る
距 離 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ １ は 、 ス ラ イ ド 板 ２ ３ の 機 能 を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 図 で は 、 ３ 枚 の ス ラ イ ド 板
２ ３ の 中 、 前 か ら ２ 番 目 の ス ラ イ ド 板 ２ ３ が 把 持 状 態 と な っ て お り 、 前 か ら １ 番 目 の ス ラ
イ ド 板 ２ ３ は 、 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ が ヘ ッ ド 部 材 １ ９ ａ 、 １ ９ ｂ に 差 し 込 ま れ て
解 除 状 態 に な り 、 前 か ら ３ 番 目 の ス ラ イ ド 板 ２ ３ は 、 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ が 中 空
細 管 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ に 差 し 込 ま れ て 解 除 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 従 っ て 、 こ の 状 態 で ２ 番 目 の ス ラ イ ド 板 ２ ３ を 前 方 に ス ラ イ ド さ せ 、 ヘ ッ ド 部 材 １ ９ ａ
、 １ ９ ｂ に 差 し 込 み 、 更 に ３ 番 目 の ス ラ イ ド 板 ２ ３ を 中 空 細 管 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ か ら 外 し て
把 持 状 態 に し 、 前 方 に ス ラ イ ド さ せ れ ば 、 ２ 枚 の ス ラ イ ド 板 ２ ３ が ス ラ イ ド し た 合 計 距 離
分 だ け 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 前 方 に 搬 送 さ れ る 。
　 な お 、 こ こ で は 糸 送 り 機 構 ２ ０ の 具 体 例 と し て 、 弾 性 材 料 か ら な る 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ，
２ ３ ２ ｂ で 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 把 持 し 、 こ の 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ を 薄 板 ２ ３
１ に 取 り 付 け た ス ラ イ ド 板 ２ ３ で 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 送 り 出 す 方 法 を 説 明 し た が 、
縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 把 持 す る 把 持 部 は 、 把 持 弁 体 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ の よ う な も の に
限 ら れ ず 、 例 え ば 、 ク リ ッ プ を 用 い る こ と も で き る 。 こ の 場 合 も 、 当 該 ク リ ッ プ で 縫 合 糸
１ ７ ａ ， １ ７ ｂ を ス ラ イ ド 板 ２ ３ と 同 様 の ス ラ イ ド 部 材 に 取 り 付 け て お け ば 、 ク リ ッ プ で
縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 把 持 し て ス ラ イ ド 部 材 を ス ラ イ ド さ せ れ ば 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７
ｂ を 同 時 に 送 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ 及 び 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ の 詳 細 構 成 ）
　 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 縫 合 糸 １ ７ ａ の 先 端 に 付 け ら れ た 挿 通 体 １ ８ ａ の 構 成 を 示 す 斜
視 図 で あ り 、 図 ４ は そ の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 挿 通 体 １ ８ ｂ は 図 示 し な い が 挿 通 体 １ ８ ａ
と 同 様 の 構 成 で あ る 。
　 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ は 、 中 空 筒 の 軸 に 沿 っ て 切 り 欠 か れ て ス リ ッ ト １ ８ ６ が 形 成 さ れ
た 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ に 、 ス テ ィ ッ ク 状 の 磁 石 １ ８ ２ が 嵌 め 込 ま れ て 構 成 さ れ 、 そ の
外 観 も 棒 状 で あ る 。 上 記 磁 石 １ ８ ２ は 例 え ば 、 直 径 １ ｍ ｍ 、 長 さ ５ ｍ ｍ の ネ オ ジ ム 磁 石 で
あ っ て 、 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ の 内 部 空 間 内 に は め 込 ま れ て い る 。 こ こ で 、 磁 石 １ ８ ２
は 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ 内 の 先 端 部 １ ８ ４ 寄 り に は め 込 ま れ て お り 、 基 端 部 １ ８ ５ （ 先
端 部 １ ８ ４ と 反 対 側 の 端 部 ） 側 で は 内 部 空 間 が 空 洞 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 ス リ ッ ト １ ８ ６ は 、 縫 合 糸 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ が 通 る こ と が で き る よ う に 、 縫 合 糸 １ ７
ａ 、 １ ７ ｂ の 径 よ り も 広 い 幅 で 形 成 さ れ て て い る 。
　 ま た 、 縫 合 糸 １ ７ ａ は 、 ス リ ッ ト １ ８ ６ か ら 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ の 中 に 挿 入 さ れ 、
そ の 挿 入 部 分 が 折 り 曲 げ ら れ 、 そ の 先 端 部 分 １ ７ ２ が 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ の 基 端 部 １
８ ５ に 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 ま た 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ の 基 端 部 １ ８ ５ に お い て は 、
上 記 切 り 欠 き と 対 向 す る 位 置 に 、 中 空 筒 の 軸 に 沿 っ て ス リ ッ ト １ ８ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 縫 合 糸 １ ７ ａ の 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ は 、 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ に お け る 基 端 部 １
８ ５ の 中 に 納 ま る よ う に 、 そ の 端 面 よ り も 内 側 に 位 置 し て い る 。 ま た 、 縫 合 糸 １ ７ ａ は そ
の 先 端 部 分 １ ７ ２ だ け が 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ の 内 面 に 接 着 剤 で 接 着 さ れ 、 縫 合 糸 １ ７
ａ の 柔 軟 性 に よ っ て 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ が 、 基 端 部 １ ８ ５ の 内 部 空 間 内 を 揺 動 で き る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ は 、 そ の 基 端 部 １ ８ ５ を 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １
４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 側 に 向 け 、 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ が 鋭 角 に 折 れ 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 第 １ 中
空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 中 に 収 納 さ れ て い る 。
　 な お 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 内 周 面 と 挿 通 体 １ ８
ａ ， １ ８ ｂ と の 間 の 隙 間 を 通 過 す る こ と に な る が 、 上 記 の よ う に 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １
に は 一 部 が 切 り 欠 か れ て ス リ ッ ト １ ８ ６ が 形 成 さ れ て い る の で 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ，
１ ４ ｂ の 内 径 と 、 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ の 外 径 と が 同 程 度 で あ っ て も 、 上 記 切 り 欠 か れ
た 部 分 で は 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 内 周 面 と の 間 に 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が
通 過 す る 隙 間 空 間 が 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ は 、 吸 着 体 ３ ３ ａ の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 吸 着 体 ３ ３ ｂ は 図 示 し な い が 吸 着 体 ３ ３
ａ と 同 様 の 構 成 で あ る 。
　 引 抜 具 ３ ０ に お け る 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 金 属 チ ュ ー ブ ３ ３ １
に お け る 内 部 空 間 の 先 端 寄 り に ス テ ィ ッ ク 状 の 磁 石 ３ ３ ２ が 嵌 め 込 ま れ 、 金 属 チ ュ ー ブ ３
３ １ の 基 端 側 か ら ロ ッ ド 部 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ が 挿 入 さ れ 固 定 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 磁
石 ３ ３ ２ と 上 記 磁 石 １ ８ ２ と は 、 先 端 側 ど う し が 互 い に 引 き 付 け 合 う よ う 逆 極 性 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 先 端 部 に は 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ か
ら 遠 い 側 の 壁 面 に 逃 げ 孔 １ ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 逃 げ 孔 １ ５ ２ は 、 当 該 先 端 部 を 折
り 曲 げ 部 １ ７ １ が 通 過 す る と き に 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 内 側 先 端 部 １ ５ １ に
縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 引 っ か か る の を 防 止 す る 働 き を な す 。
　 （ 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を ひ ね る 機 構 ）
　 ア ー ム ２ １ ａ ， ２ １ ｂ の 後 方 に は 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 回 転 さ せ る た め の 回 転 つ ま
み ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ が 、 当 該 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 回 転 つ ま み ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ は 、 中 空 円 柱 状 の つ ま み 部 材 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ に 把 持 弁 体
５ ２ ａ ， ５ ２ ｂ が 接 合 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
　 つ ま み 部 材 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ は 、 そ の 中 空 部 を 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 滑 ら か に ス ラ イ ド
で き る 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る が 、 把 持 弁 体 ５ ２ ａ ， ５ ２ ｂ は 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ と の
摩 擦 係 数 が 大 き い 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 貫 通 で き 且 つ 締 め 付 け ら
れ る よ う に 、 細 孔 が 開 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 上 記 細 孔 を 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 直 接 貫 通 し て い る 状 態 （ 把 持 弁
体 ５ ２ ａ ， ５ ２ ｂ が 中 空 細 管 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ か ら 外 れ た 状 態 ） で は 、 把 持 弁 体 ５ ２ ａ ， ５
２ ｂ が 弾 力 に よ っ て 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ を 挟 み つ け て 把 持 す る 。 従 っ て 、 そ の 状 態 で 回 転
つ ま み ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を ひ ね る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 、 把 持 弁 体 ５ ２ ａ ， ５ ２ ｂ の 細 孔 に 中 空 細 管 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ を 刺 し た 状 態 で は 、 縫
合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は 、 把 持 弁 体 ５ ２ ａ ， ５ ２ ｂ に よ る 挟 み つ け 力 か ら 解 除 さ れ る 。 従 っ
て 、 こ の 状 態 で は 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 回 転 つ ま み ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ に 拘 束 さ れ る こ と
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な く ス ラ イ ド で き る 。
　 　 （ 安 全 支 持 機 構 ４ ０ に つ い て ）
　 図 ６ は 、 胃 壁 固 定 具 １ を 支 持 棒 ４ １ に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ っ て 、 特 に 安 全 支 持 機
構 ４ ０ の 構 成 を 示 す も の で あ る 。 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 述 し た 支 持 棒 ４ １ は 、 保 持 筒 １ １ の 前 方 か ら ス ラ イ ド 可 能 な 状 態 で 挿 入 さ れ て い る 。
上 記 の よ う に 保 持 筒 １ １ は ２ つ の 穿 刺 針 セ ッ ト の 中 間 に 位 置 し て い る の で 、 ２ つ の 穿 刺 針
セ ッ ト は 、 こ の 保 持 筒 １ １ に 挿 入 さ れ て い る 支 持 棒 ４ １ に 対 し て 対 称 位 置 に 配 置 さ れ る こ
と に な る 。
　 こ の 支 持 棒 ４ １ の 前 端 に は 、 腹 膜 上 に 押 し 当 て る 押 当 カ バ ー ４ ２ が 、 支 持 棒 ４ １ に 対 し
て 垂 直 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 押 当 カ バ ー ４ ２ は 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ，
１ ４ ｂ 、 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 各 先 端 を カ バ ー で き る 形 状 で あ っ て 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４
ｂ 、 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 各 先 端 部 を 前 方 に 突 出 さ せ る 貫 通 孔 ４ ２ １ ～ ４ ２ ４ が 開 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 保 持 筒 １ １ 内 に お け る 支 持 棒 ４ １ の 後 側 に は 、 弾 性 体 ４ ３ が 装 着 さ れ 、 保 持 筒 １
１ の 後 端 は 蓋 部 材 ４ ４ に よ っ て 塞 が れ て い る 。 こ の 弾 性 体 ４ ３ は 、 圧 縮 さ れ た と き に 復 元
力 に よ っ て 支 持 棒 ４ １ と 蓋 部 材 ４ ４ と を 互 い に 離 間 す る 方 向 に 押 圧 す る 働 き を な す 部 材 で
あ っ て 、 具 体 的 に は コ イ ル ば ね が 用 い ら れ て い る 。
　 ま た 、 蓋 部 材 ４ ４ に は 、 固 定 部 材 ４ ５ が 固 着 さ れ 、 こ の 固 定 部 材 ４ ５ に は 、 本 体 部 １ ０
に 対 す る 支 持 棒 ４ １ の 位 置 を ロ ッ ク す る た め の ロ ッ ク 部 材 ４ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 な
お 、 こ れ ら 蓋 部 材 ４ ４ 、 固 定 部 材 ４ ５ 、 ロ ッ ク 部 材 ４ ６ を 挟 み 込 む よ う に 、 一 対 の 挟 持 板
４ ９ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ロ ッ ク 部 材 ４ ６ に は 、 弾 性 力 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ 揺 動 可 能 と な っ て い る 突 状 部 ４ ７
を 有 し 、 突 状 部 ４ ７ の 先 端 に は 爪 部 ４ ７ １ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 保 持 筒 １ １ の 壁 面 に
は 、 爪 部 ４ ７ １ が 筒 内 部 に 入 り 込 め る よ う に 貫 通 孔 １ １ １ が 開 設 さ れ 、 支 持 棒 ４ １ に は 、
上 記 爪 部 ４ ７ １ が 嵌 り 込 む 複 数 個 の 凹 部 ４ ８ が 、 中 心 軸 Ｘ 方 向 に 並 ん で 設 け ら れ て い る 。
　 ま た ロ ッ ク 部 材 ４ ６ に は 、 操 作 者 が 爪 部 ４ ７ １ を 凹 部 ４ ８ か ら 引 き 出 す た め の 解 除 レ バ
ー ４ ７ ２ も 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 操 作 者 が 本 体 部 １ ０ に 支 持 棒 ４ １ を 押 し 込 む と 、 弾 性 体 ４ ３ が
圧 縮 さ れ て 、 本 体 部 １ ０ と 支 持 棒 ４ １ と が 離 間 す る 方 向 に 付 勢 さ れ る が 、 こ の 付 勢 力 に 抗
す る 力 を 操 作 者 が 外 か ら 加 え る こ と に よ っ て 、 本 体 部 １ ０ に 支 持 棒 ４ １ を 更 に 押 し 込 む こ
と も で き る 。
　 そ し て 、 支 持 棒 ４ １ を 本 体 部 １ ０ に 押 し 込 む こ と に よ っ て 、 爪 部 ４ ７ １ が 凹 部 ４ ８ に 嵌
ま り 込 ん で 、 保 持 筒 １ １ に 対 す る 支 持 棒 ４ １ の 位 置 が ロ ッ ク さ れ る 。 一 方 、 操 作 者 が 解 除
レ バ ー ４ ７ ２ を 操 作 し て 爪 部 ４ ７ １ を 凹 部 ４ ８ か ら 引 き 出 せ ば 、 ロ ッ ク が 解 除 さ れ る の で
、 保 持 筒 １ １ に 対 し て 支 持 棒 ４ １ を ス ラ イ ド さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 、 支 持 棒 ４ １ に は 、 中 心 軸 Ｘ 方 向 に 複 数 の 凹 部 ４ ８ が 列 設 さ れ て い る の で 、 保 持
筒 １ １ に 対 し て 支 持 棒 ４ １ を 複 数 位 置 で ロ ッ ク す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 複 数 の 凹 部 ４
８ の 中 で 、 爪 部 ４ ７ １ を 嵌 め 込 む 凹 部 ４ ８ を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 押 当 カ バ ー ４ ２ に 対
す る 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 突 出 量 を 調 整 す る こ と が で き る 。

　 （ 胃 壁 固 定 具 １ で 縫 合 す る 操 作 の 説 明 ）
　 上 記 の 胃 壁 固 定 具 １ を 用 い て 腹 壁 と 胃 壁 と を 縫 合 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 胃 壁 固 定 具 １ が 初 期 の 状 態 に あ る と き 、 図 １ ， ２ に 示 す よ う に 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ
は 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 内 部 に 収 納 さ れ 、 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ も 第 ２ 中 空 穿
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刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 内 部 に 収 納 さ れ て い る の で 、 各 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ
， １ ５ ｂ の 先 端 部 は 鋭 利 な 状 態 と な っ て い る 。 た だ し 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５
ａ ， １ ５ ｂ の 先 端 は 押 当 カ バ ー ４ ２ の 前 面 よ り も 後 方 に 位 置 し て い る の で 誤 穿 刺 防 止 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 胃 内 に 内 視 鏡 を 挿 入 し て 、 胃 内 部 の 状 態 を 監 視 し な が ら 、 以 下 の 操 作 を 行 な う 。
　 （ １ ） 穿 刺 ス テ ッ プ ：
　 操 作 者 は 、 腹 壁 ６ ０ 上 の 縫 合 し よ う と す る 所 定 位 置 に 押 当 カ バ ー ４ ２ が 当 接 す る よ う に
、 胃 壁 固 定 具 １ を 配 置 す る 。 通 常 、 胃 壁 ６ １ に 胃 婁 カ テ ー テ ル を 挿 入 し よ う と す る 位 置 （
図 ７ 中 、 矢 印 Ａ ） に 支 持 棒 ４ １ の 位 置 を 合 わ せ れ ば 、 押 当 カ バ ー ４ ２ が ほ ぼ 所 定 位 置 に 位
置 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ し て 、 操 作 者 は 、 本 体 部 １ ０ の 後 端 部 分 （ 図 ７ 白 抜 矢 印 ） を 押 し 込 む と 、 本 体 部 １ ０
が 支 持 棒 ４ １ に 対 し て 前 方 に ス ラ イ ド し て 腹 壁 ６ ０ に 近 づ き 、 そ れ に 伴 っ て 、 中 空 穿 刺 針
１ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 先 端 部 分 は 、 押 当 カ バ ー ４ ２ の 貫 通 孔 ４ ２ １ ～ ４ ２ ４
を 貫 通 し て 、 更 に 、 腹 壁 ６ ０ 及 び 胃 壁 ６ １ を 穿 刺 し 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ
， １ ５ ｂ の 先 端 が 胃 内 に 達 す る 。 こ の と き 弾 性 体 ４ ３ は 圧 縮 さ れ 支 持 棒 ４ １ を 前 方 に 押 圧
す る 状 態 と な る が 、 爪 部 ４ ７ １ が 凹 部 ４ ８ の 位 置 に 達 す る と 、 爪 部 ４ ７ １ が 凹 部 ４ ８ に 嵌
り 込 ん で 、 保 持 筒 １ １ に 対 す る 支 持 棒 ４ １ の 位 置 が ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 穿 刺 す る 際 に 、 解 除 レ バ ー ４ ７ ２ を 操 作 し な が ら 、 最 初 に １ 番 後 端 側 の 凹 部
４ ８ に 爪 部 ４ ７ １ を 嵌 め 込 み 、 次 に ２ 番 目 の 凹 部 ４ ８ 、 ３ 番 目 の 凹 部 ４ ８ ‥ に 順 次 爪 部 ４
７ １ を 嵌 め 込 み な が ら 穿 刺 し て い け ば 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 穿
刺 深 さ が 段 階 的 に 大 き く な っ て い く の で 、 操 作 者 は 穿 刺 深 さ を 容 易 に 制 御 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ７ は 、 上 記 の よ う に し て 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ５ ａ が 穿 刺 さ れ る と 共 に ロ ッ ク さ れ た
状 態 を 示 し て い る 。
　 こ の 穿 刺 ス テ ッ プ で は 、 ２ 組 の 穿 刺 針 セ ッ ト が 支 持 棒 ４ １ に 対 し て 対 称 位 置 に 配 置 さ れ
た 状 態 で 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ が 、 腹 壁 ６ ０ に 対 し て 垂 直 に 安 定
し て 保 持 さ れ な が ら 穿 刺 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 こ の と き 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ や 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ は 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ
， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 内 部 に 収 納 さ れ た ま ま で あ る 。
　 （ ２ ） 縫 合 糸 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ か ら 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に 送
り 込 む ス テ ッ プ ：
　 操 作 者 は 、 引 抜 具 ３ ０ を 押 し 込 む こ と に よ っ て 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 吸 着 体 ３ ３ ａ
， ３ ３ ｂ の 先 端 部 を 、 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 先 端 か ら 露 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 そ れ と 共 に 、 操 作 者 は ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ を 前 方 に 押 し 出 す こ と に よ っ て 、 図 ８
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と そ の 近 傍 の 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 、 中 空
穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 か ら 胃 内 空 間 に 押 し 出 す 。 な お 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ
を 前 方 に 押 し 出 す 際 に は 、 操 作 者 が 、 １ 番 前 に 位 置 す る ス ラ イ ド 板 ２ ３ を 前 方 に ス ラ イ ド
さ せ れ ば 、 ２ つ の ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ を 同 時 に 押 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ が 胃 内 空 間 に 押 し 出 さ れ る と 、 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ は あ る 程 度 開 く
が 、 折 り 曲 げ 癖 に よ っ て 鋭 角 に 保 た れ て い る 。
　 な お 、 ヘ ッ ド 部 材 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ が 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 後 端 に 当 接 す る と
、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ は そ れ 以 上 前 方 に ス ラ イ ド す る こ と は な い 。
　 次 に 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 後 方 に 引 き 戻 す こ と に よ っ て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ の
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基 端 部 １ ８ ５ を 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 部 ま で 引 き 戻 す 。 縫 合 糸 １ ７ ａ ，
１ ７ ｂ を 後 方 に 引 き 戻 す に は 、 縫 合 糸 １ ７ ａ 及 び 縫 合 糸 １ ７ ｂ を 個 別 に 後 方 に 引 っ 張 っ て
も よ い が 、 上 記 の １ 番 前 に 位 置 す る ス ラ イ ド 板 ２ ３ を 使 っ て 同 時 に 引 き 戻 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ に よ っ て 、 基 端 部 １ ８ ５ が 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 中 に 引 き 込 ま れ よ う と す る
が 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 部 １ ４ １ で 基 端 部 １
８ ５ が 支 持 さ れ る こ と に よ っ て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ は 図 中 矢 印 Ｂ の 方 向 （ 折 り 曲 げ 部
１ ７ １ が 開 く 方 向 ） に 回 転 す る 。
　 こ の と き 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 開 口 面 は 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １
５ ｂ の 方 を 向 い て い る の で 、 基 端 部 １ ８ ５ が 先 端 部 １ ４ １ で 支 持 さ れ る と き に 、 第 ２ 中 空
穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に 近 い 箇 所 で 支 持 さ れ る 。 従 っ て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ は 、 先 端
部 １ ８ ４ が 上 記 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ の 先 端 に 近 づ く よ う に 回 転 す る 。 そ し て 、 先 端 部 １
８ ４ が 上 記 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ の 先 端 に 近 づ く と 、 こ れ ら が 互 い に 引 っ ぱ り 合 っ て 結 合
す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ が 上 記 の よ う に 回 転 す る 際 に 、 回 転 面 の 向 き が ず れ て 、 先
端 部 １ ８ ４ が 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ の 先 端 に 十 分 に 近 づ か な い よ う な 場 合 に は 、 回 転 つ ま
み ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ を 用 い て 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を ひ ね る こ と に よ っ て 、 先 端 部 １ ８ ４ を
吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ の 先 端 に 近 づ け る 。
　 な お 、 上 記 の よ う に 、 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ は 、 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ に お け る 基 端 部 １
８ ５ の 中 に 納 ま っ て い る の で 、 こ の ス テ ッ プ に お い て 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の
先 端 部 １ ４ １ に 、 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ の 基 端 部 １ ８ ５ が 当 接 す る 。 従 っ て 、 縫 合 糸 １
７ ａ ， １ ７ ｂ が 先 端 部 １ ４ １ に 強 く 押 し 付 け ら れ て 切 断 さ れ る の を 回 避 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 図 ９ （ ｂ ） ， （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 操 作 者 が ス ラ イ ド 板 ２ ３ を 前 方 に ス ラ イ ド さ せ
て 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 送 り 出 す と 共 に 、 引 抜 具 ３ ０ を 後 方 に 引 っ ぱ る こ と に よ っ て 、
吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 吸 着 し た 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ
の 先 端 か ら 中 に 引 き 込 む 。
　 図 １ ０ は 、 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト １ ８ ３ の 機 能 を 説 明 す る 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に は ス リ ッ ト １ ８ ３ が 形 成 さ れ て い る た め
、 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ が ス リ ッ ト １ ８ ３ に 入 り 込 む こ と が で き る 。
　 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ が 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に 引 き 込 ま れ る と き に 、 縫 合 糸
１ ７ ａ ， １ ７ ｂ の 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ の 近 傍 部 分 が 中 心 軸 Ｘ に 対 し て 角 度 が 大 き い と 、 内 側
先 端 部 １ ５ １ に 押 し 付 け ら れ て 、 内 側 先 端 部 １ ５ １ に ひ っ か か っ る 可 能 性 も あ る が 、 上 記
の よ う に 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ が ス リ ッ ト １ ８ ３ に 入 り 込 む と 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ の 近 傍
部 分 の 中 心 軸 Ｘ に 対 す る 角 度 が 小 さ く な く な る の で 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 内
側 先 端 部 １ ５ １ に 引 っ 掛 か り に く く な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ の 先 端 部 に 逃 げ 孔 １ ５ ２ が 形 成 さ れ て い る の で 、
折 り 曲 げ 部 １ ７ １ が こ こ を 通 過 す る と き に は 逃 げ 孔 １ ５ ２ に 入 り 込 む こ と も で き る 。 従 っ
て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 内 側 先 端 部 １ ５ １ に 引 っ 掛 か る の が 更 に 防 止 さ れ る 。
　 そ し て 、 操 作 者 は 引 抜 具 ３ ０ を 後 方 に 引 く こ と に よ っ て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 中 空
穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 内 部 ま で 挿 入 す る 。 な お 、 引 抜 具 ３ ０ を 更 に 後 方 に 引 き 抜 い て 、
挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 後 端 か ら 引 っ ぱ り だ し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ こ で 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ の 送 り 出 し 量 が 少 な い と 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 中 空
穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 前 端 側 か ら 後 端 側 に 引 き 抜 く 際 に 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の
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先 端 部 分 付 近 に 存 在 す る 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 、 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 方 に 引 っ
張 ら れ て 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 先 端 部 分 や 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 部 １
４ １ に 引 っ か か り や す い が 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 前 方 に 十 分 に 送 り 出 し な が ら 引 き 出
し を 行 な う こ と に よ っ て 、 そ の よ う な 引 っ か か り が 発 生 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ １ で は 、 ２ 番 目 の ス ラ イ ド 板 ２ ３ を 前 方 に ス ラ イ ド さ せ て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ
を 送 り 出 す 様 子 を 示 し て い る 。 こ の よ う に ２ 番 目 の ス ラ イ ド 板 ２ ３ 、 更 に ３ 番 目 の ス ラ イ
ド 板 ２ ３ 前 方 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ っ て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 同 時 に 送 り 出 す こ
と が で き る 。
　 以 上 で 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は 、 腹 壁 ６ ０ の 外 か ら 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ
内 を 通 り 、 胃 内 空 間 内 に 侵 入 し 、 Ｕ タ ー ン し て 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 内 に 挿 入 さ
れ る 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 （ ３ ） 穿 刺 針 を 抜 く ス テ ッ プ
　 操 作 者 が 解 除 レ バ ー ４ ７ ２ を 押 す こ と に よ っ て 、 爪 部 ４ ７ １ を 凹 部 ４ ８ か ら 引 き 出 す と
、 支 持 棒 ４ １ に 対 す る ロ ッ ク が 解 除 さ れ 、 圧 縮 さ れ て い る 弾 性 体 ４ ３ が 伸 張 し よ う と す る
力 に よ っ て 支 持 棒 ４ １ が 本 体 部 １ ０ に 対 し て 前 方 に 押 し 出 さ れ る 。
　 そ れ に 伴 っ て 、 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 本 体 部 １ ０ が 腹 壁 ６ ０ か ら 引 き 離 さ れ て 、 中
空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ が 腹 壁 ６ ０ か ら 抜 き 去 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 そ の 結 果 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 、 腹 壁 ６ ０ の 外 か ら 、 腹 壁 ６ ０ と 胃 壁 ６ １ を 貫 通 し
、 胃 内 空 間 内 で Ｕ タ ー ン し て 、 胃 壁 ６ １ と 腹 壁 ６ ０ を 貫 通 し て 、 腹 壁 ６ ０ の 外 に 退 出 し た
状 態 に な る 。
　 ま た 、 押 当 カ バ ー ４ ２ は 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 前 方 に 位 置 し
て 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 先 端 部 を カ バ ー す る 。 従 っ て 、 誤 穿 刺
が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 そ の 後 、 各 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に お け る 腹 壁 ６ ０ か ら 露 出 し た 部 分 １ ７ ３ ， １ ７ ４ ど
う し を 、 リ ン グ 等 で 結 び 合 わ せ る 。
　 以 上 で 、 胃 壁 固 定 具 １ を 用 い た 胃 壁 固 定 操 作 が 終 了 し 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ で 胃 壁 ６
１ が 腹 壁 ６ ０ に 固 定 さ れ る 。
　 （ 胃 壁 固 定 具 １ に よ る 効 果 ）
　 胃 内 で 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 接 近 さ せ る だ け で 、 挿 通 体 １
８ ａ ， １ ８ ｂ と 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ と が 互 い に 引 き 合 う 力 に よ っ て 結 合 さ れ る の で 、 操
作 者 は 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ と の 位 置 合 わ せ を あ ま り 正 確 に す
る 必 要 が な く 、 従 っ て 、 結 合 さ せ る た め の 操 作 が 比 較 的 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 操 作 者 が 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ か ら 押 し 出 し
た 後 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 引 き 戻 す 操 作 に よ っ て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 吸 着 体 ３
３ ａ ， ３ ３ ｂ に 接 近 さ せ る こ と が で き る の で 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３
３ ｂ に 接 近 さ せ る 操 作 も 簡 単 で あ る 。
　 操 作 者 は 、 ス ラ イ ド 板 ２ ３ を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 ２ 本 の 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を い
っ ぺ ん に 繰 り 出 す こ と が で き る の で 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 個 々 に 繰 り 出 す 場 合 の よ う
に 手 間 が か か ら な い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ が ホ ル ダ 部 １ ２ に よ っ て 併 設 状 態 で 保 持 さ
れ て い る の で 、 こ れ ら 複 数 の 中 空 穿 刺 針 の 相 互 位 置 が 維 持 さ れ る 。 ま た 、 １ 回 の 操 作 で 中
空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ を ま と め て 穿 刺 し た り 抜 い た り す る こ と も で き
る 。
　 安 全 支 持 機 構 ４ ０ を 備 え る こ と に よ っ て 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ
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が 、 腹 壁 ６ ０ に 対 し て 垂 直 に 安 定 し て 保 持 さ れ る 。 従 っ て 、 操 作 者 が 腹 壁 上 で 胃 壁 固 定 具
１ を 操 作 を す る と き の 安 定 性 に 優 れ る 。 ま た 、 穿 刺 前 、 及 び 穿 刺 針 を 抜 い た 後 に は 、 中 空
穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 先 端 部 は 押 当 カ バ ー ４ ２ で カ バ ー さ れ る の で 、
誤 穿 刺 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ２ 〕
　 本 実 施 の 形 態 は 、 ス ラ イ ド 棒 の 先 端 部 分 が 、 弾 力 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ て い る 例 で
あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 ２ の 胃 壁 固 定 具 １ は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ の 胃 壁 固 定 具 １ と 同 様 の 構 成 で あ
る が 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 先 端 部 に 、 弾 性 材 料 か ら な る 部 材 が 装 着 さ れ て い る 点
が 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ は 、 剛 性 を 有 す る 金 属 で 形 成 さ れ
て い る が 、 そ の 先 端 部 に 弾 力 性 を 有 す る 材 料 か ら な る 弾 性 管 状 部 材 １ ６ １ が は め 込 ま れ て
い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ ３ は 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ の 先 端 部 に は め 込 ま れ た 弾 性 管 状 部 材 １ ６ １ を 示 す 斜 視 図
で あ る 。
　 弾 性 材 料 と し て は 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に 対 す る 摩 擦 係 数 の 小 さ い も の を 用 い る こ と
が 好 ま し い 。
　 弾 性 材 料 の 具 体 例 と し て は 、 天 然 ゴ ム 、 イ ソ プ レ ン ゴ ム 、 ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 ス チ レ ン －
ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 ニ ト リ ル ゴ ム 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 、 ブ チ ル ゴ ム 。 ア ク リ ル ゴ ム 、 エ チ レ
ン － ポ ロ ピ レ ン ゴ ム 、 ヒ ド リ ン ゴ ム 、 ウ レ タ ン ゴ ム 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 フ ッ 素 ゴ ム の よ う
な 各 種 ゴ ム 材 料 や 、 ス チ レ ン 系 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 系 、 ポ リ ウ レ タ ン 系
、 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ ブ タ ジ エ ン 系 、 ト ラ ン ス ポ リ イ ソ プ レ ン 系 、 フ ッ
素 ゴ ム 系 、 塩 素 化 ポ リ エ チ レ ン 系 等 の 各 種 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー が 挙 げ ら れ 、 こ の 中 の ２
種 以 上 を 混 合 し て 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 １ ４ は 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 縫 合 糸 送 り 込 み ス テ ッ プ を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 （ ２ ） 縫 合 糸 送 り 込 み ス テ ッ プ に お い て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 吸
着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 吸 着 さ せ る ま で は 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 行 な う が 、 そ の 後 、 引 抜 具
３ ０ を 後 方 に 引 っ ぱ っ て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 前 端 側 か
ら 後 端 側 に 引 き 抜 く 際 に は 、 弾 性 管 状 部 材 １ ６ １ を 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端
部 １ ４ １ よ り も 前 方 に 突 出 さ せ た 状 態 で 行 な う 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ こ で 、 上 記 実 施 の 形 態 １ で 述 べ た よ う に 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ
， １ ５ ｂ の 前 端 側 か ら 後 端 側 に 引 き 抜 く 際 に は 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 先 端 部 分 付
近 に 存 在 す る 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ は 、 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 方 に 引 っ 張 ら れ る が
、 本 実 施 形 態 で は 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 先 端 部 分 が 弾 力 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ
れ て い る の で 、 当 該 先 端 部 分 が 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 方 向 に 撓 ん で 、 縫 合 糸 １ ７ ａ
， １ ７ ｂ を 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 方 向 に 滑 ら か に ガ イ ド す る 。 従 っ て 、 上 記 実 施 の
形 態 １ と 比 べ て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ や ス ラ イ ド 棒
１ ６ ａ ， １ ６ ｂ に 引 っ 掛 り に く く な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 従 っ て 、 上 記 実 施 の 形 態 １ の よ う に 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １
４ ｂ の 先 端 か ら 送 り 出 さ な く て も 、 引 抜 具 ３ ０ を 後 方 に 引 っ ぱ る だ け で 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ，
１ ７ ｂ を 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ か ら 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 方 に 引 き 込
む こ と も 可 能 で あ る 。
　 （ 変 形 例 ）
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 内 部 空 間 に 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ
を 収 納 し た 状 態 で 、 腹 壁 ６ ０ 及 び 胃 壁 ６ １ を 穿 刺 し た が 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ
に 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 未 収 納 の 状 態 で 、 腹 壁 ６ ０ 及 び 胃 壁 ６ １ を 穿 刺 し 、 そ の 後 、 第
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１ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 後 端 か ら 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 挿 入 し て も よ い 。 こ の 場
合 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ が 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 内 部 を 後 端 か ら 前 端 ま で 通
過 で き る よ う に し て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 で 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ を 開 い て
棒 状 の 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 吸 着 体
３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 接 近 さ せ る 機 構 を 設 け た が 、 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 内 を 通 過 で
き 、 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 接 近 さ せ る こ と が で き る も の で あ れ ば 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８
ｂ の 形 状 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に お け る 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ の
先 に 球 状 の 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 取 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ を 接 近 さ せ る
た め に 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に 折 り 曲 げ 部 １ ７ １ を 設 け た が 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ ， １ ６
ｂ の 前 端 部 分 が 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 か ら 突 出 で き る よ う に し 、 そ の 前 端
部 分 が 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に 近 づ く 方 向 に 屈 曲 す る よ う に 、 ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ
， １ ６ ｂ を 予 め 折 り 曲 げ 加 工 を 施 し て お け ば 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に 折 り 曲 げ 部 １ ７ １
を 設 け な く て も 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ を 接 近 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 或 は 引 抜 具 ３ ０ に お い て 、 そ の 前 端 部 分 が 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 先 端 か ら 押
し 出 さ れ た と き に 、 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ が 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ に 近 づ く 方 向
に 屈 曲 す る よ う に 予 め 折 り 曲 げ し て お い て も 、 同 様 に 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ に 折 り 曲 げ
部 １ ７ １ を 設 け な く て も 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ を 接 近 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ と 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ と を 、 先 端 ど う
し が 互 い に 接 近 す る 方 向 に 傾 斜 さ せ た 状 態 で ホ ル ダ 部 １ ２ に 取 り 付 け て お け ば 、 第 １ 中 空
穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 先 端 か ら 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 直 線 的 に 押 し 出 す と 共 に 第 ２ 中
空 穿 刺 針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 先 端 か ら 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ を 直 線 的 に 押 し 出 す だ け で 、 両
者 を 接 近 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 前 端 を 鋭 利 に 形 成 し
た が 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 前 端 を 鋭 利 に な く て も 、 挿 通 体 １ ８
ａ ， １ ８ ｂ の 基 端 部 （ 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ １ ８ １ の 基 端 部 １ ８ ５ ） や 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ
の 先 端 部 を 鋭 利 に 形 成 す れ ば 、 こ れ ら を 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 前
端 か ら 突 出 さ せ た 状 態 で 腹 壁 ６ ０ 及 び 胃 壁 ６ １ を 穿 刺 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ 及 び 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 磁 石 を 用 い た が
、 両 者 を 磁 性 体 で 形 成 し 、 い ず れ か 一 方 だ け に 磁 石 を 用 い て も よ い 。
　 ま た 、 磁 石 の 代 わ り に 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ 及 び 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 、 互 い に 極
性 の 異 な る 静 電 気 を 帯 電 さ せ る こ と の で き る 部 材 を 用 い て も よ い 。 そ の 場 合 、 挿 通 体 １ ８
ａ ， １ ８ ｂ と 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ と は 静 電 気 に よ り 互 い に 引 っ 張 り 合 う の で 、 磁 石 の 場
合 と 同 様 に 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ と を 接 近 さ せ る だ け で 、 挿 通
体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ に 吸 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 胃 壁 固 定 具 １ に 安 全 支 持 機 構 ４ ０ が 設 け ら れ て い た が 、 本 発 明 に お
い て 、 安 全 支 持 機 構 ４ ０ は 必 須 で は な い 。
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 胃 壁 固 定 具 １ で は 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １
５ ｂ が ホ ル ダ 部 １ ２ で 保 持 さ れ て い た が 、 本 発 明 に お い て 必 ず し も 中 空 穿 刺 針 が ホ ル ダ ー
で 保 持 さ れ て い る 必 要 は な く 、 例 え ば 、 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ を 個
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別 に 腹 壁 及 び 胃 壁 に 穿 刺 し て も 、 同 様 に 、 挿 通 体 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 吸 着 体 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ
に 吸 着 さ せ て 、 縫 合 糸 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ を 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ か ら 第 ２ 中 空 穿 刺
針 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に 送 り 込 む こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 に か か る 生 体 用 縫 合 具 及 び 生 体 用 縫 合 方 法 は 、 胃 瘻 用 カ テ ー テ ル を 装 着 す る 際 な
ど に 、 縫 合 糸 で 腹 壁 と 胃 壁 と を 縫 合 す る の に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 に か か る 胃 壁 固 定 具 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 体 部 １ ０ を 第 １ 中 空 穿 刺 針 １ ４ ａ 及 び 第 ２ 中 空 穿 刺 針 １ ５ ａ を 含 む 平 面 に 沿 っ
て 切 断 し た 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 縫 合 糸 １ ７ ａ の 先 端 に 付 け ら れ た 挿 通 体 １ ８ ａ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 挿 通 体 １ ８ ａ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 引 抜 具 ３ ０ に 取 り 付 け ら れ た 吸 着 体 ３ ３ ａ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 胃 壁 固 定 具 １ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 中 空 穿 刺 針 を 穿 刺 す る 穿 刺 ス テ ッ プ を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 縫 合 糸 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 か ら 第 ２ 中 空 穿 刺 針 に 送 り 込 む ス テ ッ プ を 説 明 す る 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 縫 合 糸 を 第 １ 中 空 穿 刺 針 か ら 第 ２ 中 空 穿 刺 針 に 送 り 込 む ス テ ッ プ を 説 明 す る 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト の 機 能 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ス ラ イ ド 板 ２ ３ の 機 能 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 中 空 穿 刺 針 を 抜 く ス テ ッ プ を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 実 施 の 形 態 ２ に か か る ス ラ イ ド 棒 １ ６ ａ の 先 端 部 に は め 込 ま れ た 弾 性 管 状 部 材
１ ６ １ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 実 施 の 形 態 ２ に か か る 縫 合 糸 送 り 込 み ス テ ッ プ を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 　 　 　 １ 　 　 胃 壁 固 定 具
　 　 　 １ ０ 　 　 本 体 部
　 　 　 １ １ 　 　 保 持 筒
　 　 　 １ ２ 　 　 ホ ル ダ 部
　 　 　 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 　 中 空 穿 刺 針
　 　 　 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ 　 ス ラ イ ド 棒
　 　 　 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ 　 縫 合 糸
　 　 　 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ 　 挿 通 体
　 　 　 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ 　 ヘ ッ ド 部 材
　 　 　 ２ ０ 　 　 糸 送 り 機 構
　 　 　 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ 　 中 空 細 管
　 　 　 ２ ３ 　 　 ス ラ イ ド 板
　 　 　 ３ ０ 　 　 引 抜 具
　 　 　 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ 　 吸 着 体
　 　 　 ４ ０ 　 　 安 全 支 持 機 構
　 　 　 ４ １ 　 　 支 持 棒
　 　 　 ４ ２ 　 　 押 当 カ バ ー
　 　 　 ４ ３ 　 　 弾 性 体
　 　 　 ４ ８ 　 　 凹 部
　 　 　 ５ ２ ａ ， ５ ２ ｂ 　 把 持 弁 体
　 　 １ ６ １ 　 　 弾 性 管 状 部 材
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　 　 １ ７ １ 　 　 折 り 曲 げ 部
　 　 １ ８ １ 　 　 切 欠 金 属 チ ュ ー ブ
　 　 １ ８ ２ 　 　 磁 石
　 　 １ ８ ６ 　 　 ス リ ッ ト
　 　 ２ ３ １ 　 　 薄 板
　 　 ２ ３ ２ ａ ， ２ ３ ２ ｂ 　 把 持 弁 体
　 　 ３ ３ ２ 　 　 磁 石
　 　 ４ ７ １ 　 　 爪 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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